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山崎 一美 会長

　
多
く
の
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、副
会
長・

役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
や
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
な
が
ら
今
日
ま
で
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
私
た
ち
は
地
域
社
会
の
福
祉
増
進
と
市
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
令
和
７
年
10
月
に
は
福
島
県

の
相
馬
市
区
長
会
と
の
視
察
研
修
会
を
開
催

し
、
11
月
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
会
運
営

考
え
る
機
会
と
し
て
地
域
自
組
織
研
修
会
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
近
年
は
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
ど
の
自
治
会
で
も
地
域
の
担
い
手

不
足
や
活
動
の
縮
小
な
ど
と
い
っ
た
課
題
を

抱
え
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
の
中
で
こ
そ
、
地
域
住
民
同
士
の
顔
が

見
え
る
関
係
構
築
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　
地
域
住
民
が
主
体
的
に
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
育
み

な
が
ら
、
地
域
全
体
で
課
題
に
向
き
合
え
る

様
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、皆
様
と
共
に
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
と
、
明
る
く
充
実
し

た
暮
ら
し
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
事
業
推
進
に
お
け
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
令
和
７
年
５
月
14
日（
火
）、
会
員
59

名
の
参
加
の
も
と
、
令
和
７
年
度
宮
古

市
町
内
自
治
会
連
合
会
総
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
開
会
に
先
立
ち
、
各
自

治
会
等
の
運
営
や
、
地
域
活
動
に
多
大

な
功
績
の
あ
っ
た
12
名
の
方
々
の
表
彰

を
行
い
ま
し
た  （
表
彰
者
名
は
後
述
の

と
お
り
）。

　
総
会
で
は
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告

・
収
支
決
算
及
び
監
査
報
告
、
令
和
７

年
度
事
業
計
画（
案
）・収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て
の
審
議
を
行
い
、
い
ず
れ
も

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

役
員
改
選
を
行
い
、
西
村
弘
美
前
会
長

か
ら
山
崎
一
美
新
会
長
へ
と
新
た
な
バ

ト
ン
が
渡
さ
れ
、
他
役
員
に
つ
い
て
も

一
部
改
選
を
行
い
ま
し
た
（
役
員
名
簿

は
裏
面
に
掲
載
）

　
平
素
は
、
宮
古

市
町
内
自
治
会
連

合
会
の
運
営
に
多

大
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
７
年
度
総
会

　
　

天
杉 

美
智
子 

様 

（
下
向
町
町
内
会
）

（
故
）
前
田 　

嘉
憲 

様 

（
黒
田
町
第
一
町
内
会
）

　
　

澤
田 　

三
夫 

様 

（
新
町
通
り
町
内
会
）

（
故
）
川
戸 　

和
弘 

様 

（
佐
原
三
丁
目
自
治
会
）

　
　

大
井 
さ
よ
子 

様 

（
藤
原
一
丁
目
自
治
会
）

（
故
）
佐
々
木 
清
明 
様 

（
高
浜
自
治
会
）

　
　

上
山　

 

光
雄 
様 
（
金
浜
自
治
会
）

　
　

大
森　

 

堆
資 

様 
（
根
市
自
治
会
）

　
　

畠
山　

 

初
男 

様 

（
崎
山
自
治
会
）

　
　

山
下　

 

龍
男 

様 

（
下
在
家
自
治
会
）

（
故
）
田
鎖　
　

 

強 

様 

（
花
輪
自
治
会
）

　
　

女
鹿　
　

 

剛 

様 

（
駒
形
通
り
町
内
会
）

　
講
話
で
は
、
宮
古
市
の
地

震
発
生
直
後
の
状
況
や
、
震

災
以
降
の
防
災
対
策
と
し

て
「
逃
げ
る
」「
備
え
る
」「
伝

え
る
」
を
重
点
と
し
た
具
体

的
な
備
え
に
つ
い
て
の
ほ
か
、

自
主
防
災
や
防
災
士
に
関
す

る
取
り
組
み
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　
講
話
後
は
、
両
市
の
自
主

防
災
に
係
る
活
動
や
昨
今
の

自
治
会
運
営
の
課
題
と
対
策

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
10
月
20
・
21
日
、
福
島
県
相
馬
市
区
長

会
の
渡
邉
孝
喜
会
長
を
は
じ
め
、
総
勢
34
名
の
皆
様

が
宮
古
市
を
視
察
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
来
訪
を
受
け
、

20
日
に
宮
古
市
町
内
自
治
会
連
合
会
と
合
同
で
研
修

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
相
馬
市
と
宮
古
市
は
令
和
７
年
３
月
17
日
に  「
災

害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
て
お
り
ま
す
。

  【
日　
　
時
】
令
和
７
年
10
月
20
日（
水
）  

14
時
～
15
時

  【
会　
　
場
】
宮
古
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
多
目
的

　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ル

  【
参  

加  

者
】
相
馬
市
区
長
会
の
皆
様
34
名

　
　
　
　
　
　
宮
古
市
町
内
自
治
会
連
合
会
役
員
９
名

  【
研
修
内
容
】
講
話
及
び
意
見
交
換

  ︿
講
話
﹀﹃
東
日
本
大
震
災
宮
古
市
の
被
災
状
況
と
防

　
　
　
　
災
の
取
り
組
み
﹄（
講
師
：
宮
古
市
危
機
管

　
　
　
　
理
監
危
機
管
理
課
長　
山
崎　
正
幸
）

相
馬
市
区
長
会
視
察
研
修
会
を
開
催

功
労
者
表
彰
受
賞
者
の
ご
紹
介

令
和
７
年
度



　
少
子
高
齢
化
に
伴
う
地
域
自
治
活
動
の
現
状
と
課

題
を
踏
ま
え
、
解
決
策
を
学
び
、
地
域
自
治
組
織
活

動
の
維
持
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
宮
古
地
区
内
の
地
域
自
治
組
織

１
４
０
団
体
を
対
象
と
し
た
、
宮
古
市
地
域
自
治
組

織
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

日　
　
時
：
令
和
７
年
11
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　
14
時
～
16
時

会　
　
場
：
宮
古
市
保
健
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

参
加
人
数
：
30
名
（
28
団
体
）

【
講
座
】    

令
和
時
代
の
豊
か
な
地
区
づ
く
り
を
考
え

　
　
　
　
よ
う　
～
こ
れ
か
ら
の
み
ん
な
が
輝
く
地

　
　
　
　
域
づ
く
り
に
向
け
て
～

【
講
師
】    

特
定
非
営
利
活
動
法
人
い
わ
て

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

－

Ｎ
Ｅ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
事
務
局
長　
菊
池　
広
人　
先
生

　
現
在
の
地
域
自

治
組
織
が
抱
え
る

課
題
を
テ
ー
マ
に

  「
女
性・子
供・若

者
な
ど
多
様
な
主

役
が
活
動
し
や
す

い
組
織
に
と
は
」

  「
自
治
会
活
動
の

見
直
し
と
引
継
ぎ
」

な
ど
「
自
分
た
ち

だ
っ
た
ら
ど
う
す

る
か
」
を
意
識
し

た
、
授
業
形
式
の

研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。
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地域自治組織が活用できる補助金等について

事業区分 補助対象事業 補助金額
スタート
事業 ・組織の設立に向け実施する事業 上限10万円（1団

体につき2回まで）
チャレンジ
事業

・加入促進を図るための事業
・地域課題を解決するための事業

上限25万円（1団
体につき3回まで）

ステップ
アップ
事業

・地域課題を解決するための事業
・地域の特性を活かした個性豊か
   な地域づくりのための事業

上限50万円（1団
体につき3回まで）

年度 団体名 購入内容 助成金額
Ｒ７ 下町町内会 除雪機 110万円

Ｒ６ 太長根自治会 エアコン、クリーンスト
ッカー、物置、粉砕機他 240万円

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く
じ
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
事
業
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

対
象
事
業
：
住
民
が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

　
　
　
　
　
の
促
進
を
図
り
、
自
治
意
識
を
盛
り
上
げ
る

　
　
　
　
　
こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

　
　
　
　
　
必
要
な
備
品
の
整
備
に
関
す
る
事
業

　
地
域
自
治
組
織
が
行
う
自
発
的

・
公
益
的
な
活
動
を
補
助
し
、
市

民
活
動
へ
の
参
加
促
進
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
・
協
働
の
担

い
手
育
成
に
対
す
る
市
民
理
解
の

増
進
を
図
り
、行
政
と
市
民
の「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
推
進
に
資
す

る
事
業
が
対
象
で
す
。

対
象
団
体
：
地
域
自
治
組
織

審　
　
査
：
書
類
審
査  （
ス
テ
ッ

　
　
　
　
　
プ
ア
ッ
プ
事
業
は
プ

　
　
　
　
　
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
審
査
が
必
要
。）

※
申
請
締
切
は
毎
年
度
９
月
末
頃
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■
役
員
名
簿

会　

長  

山
崎 

一
美 

（
小
山
田
三
丁
目
町
内
会
）

副
会
長  

山
根 

吉
一 

（
中
里
団
地
Ａ
地
区
自
治
会
）

副
会
長  

越
田 

則
夫 

（
田
鎖
自
治
会
）

理　

事  

北
山 

光
広 

（
光
岸
地
町
内
会
）

理　

事  

杉
村 　

憲 

（
磯
鶏
西
町
内
会
）

理　

事  

舩
越 

淳
一 

（
金
浜
自
治
会
）

理　

事  

我
妻 　

清 

（
板
屋
自
治
会
）

理　

事  

大
森 

正
幸 

（
根
市
自
治
会
）

理　

事  

田
代 

大
吉 

（
崎
山
自
治
会
）

理　

事  

佐
々
木 

優 

（
下
町
町
内
会
）

監　

事  

澤
田 

三
夫 

（
新
町
通
り
町
内
会
）

監　

事  

坂
下 

勝
一 

（
西
町
一
丁
目
自
治
会
）

監　

事  

山
根 

正
美 

（
佐
原
四
丁
目
自
治
会)

）

※
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

■
退  

任  

者

会　

長  

西
村 

弘
美 

（
山
口
団
地
自
治
会
）

理　

事  

橋
場 

正
和 

（
西
ヶ
丘
三
丁
目
自
治
会
）

理　

事  

畠
山 

初
男 

（
崎
山
自
治
会
）

助  

成  

額
：
１
０
０
万
円
～
２
５
０
万
円

　
　
　
　
　

  （
10
万
未
満
切
り
捨
て
）

※
宮
古
市
の
申
請
締
切
は
毎
年
度
９
月
上
旬

新規加入団体募集！
　
宮
古
市
町
内
自
治
会
連
合
会
は

昭
和
43
年
設
立
以
来
、
地
域
自
治

組
織
が
連
携
し
、
市
民
の
生
活
向

上
と
地
域
社
会
の
福
祉
増
進
に
努

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
現
在
１

１
１
団
体
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
未
加
入
の
地
域
自
治
組
織
に
お

い
て
は
ぜ
ひ
ご
加
入
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

２．地域力向上支援補助金 １．一般コミュニティ助成事業（コミュニティ助成金）

令
和
７
年
度

宮
古
市
地
域
自
治
組
織
研
修
会


